
　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
が
、
地
域
や
市
政
の
課
題
、
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
直
接
意
見
交
換
す
る
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
を
市
内
62
地

区
で
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
（
福
部
地
区
、佐
治
地
区
は
毎
年
開
催
）。

　

本
年
度
は
、
７
月
か
ら
11
月
末
に
か
け
て
市
内
32
地
区
で
開
催
し
、

延
べ
１
０
５
８
人
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
に

　
地
域
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、
市

政
の
重
要
課
題
と
し
て
、
新
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
経
過
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
新
市
域
で
は
、
中
山

間
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
催
地
区
か
ら
は
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
順

調
に
進
ん
で
い
る
も
の
や
、
課
題

な
ど
が
あ
り
順
調
で
は
な
い
も
の

な
ど
も
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
お
互
い
が
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
の
事
業
に
つ
い

て
共
通
認
識
を
持
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
か
ら
い
た
だ
い
た
協

議
事
項
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
方
を

説
明
し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
そ

の
場
で
説
明
し
、
ご
理
解
い
た
だ

け
た
も
の
、
持
ち
帰
り
、
後
日
回

答
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
、
引
き

続
き
、
地
域
な
ど
と
協
議
や
検
討

を
し
て
い
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
つ
ひ

と
つ
が
、
地
域
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
貴
重
な
ご
意
見
で
あ
り
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

必
要
な
ご
意
見
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
今
後
の
市
政
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
懇
談
会
は
、
来
年

度
も
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、

多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
地
域
づ
く
り
懇
談
会
の
議
事
録
を
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先 

本
庁
舎
協
働
推
進
課 
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・若者定住を促進するために新卒者の就職支援を重
　点的に進めてほしい。

・子育てしやすい環境づくりを積極的に進めてほしい。

・婚活事業に力を入れてほしい。

・通学路の見直しや安全対策をしっかり進めてほしい。

・新庁舎の建設は、財政的にみて大丈夫なのか。

みなさんのご意見を聴き、
地域の課題を解決します。

・企業撤退にともなう失業者への支援を積極的にし
　てほしい。

・大災害への不安から、災害時における情報提供を
　しっかりしてほしい。

・現在指定されている避難所は災害に対応できるのか。

・１００円循環バス「くる梨」を利用しやすくする
　ために、バス停を新設してほしい。

地域づくり懇談会で出された主なご意見

特
　
集

昨年開催された地域づくり懇談会の様子
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みなさんのご意見が地域の課題を解決した事例を紹介します！

　
　地域の宝である「赤波川
おう穴群」を、天然記念物
として位置づけられないか
という意見がありました。
　「赤波川おう穴群」は、
地域のみなさんによる清
掃活動などで、周辺環境
も保護されており、鳥取
市文化財審議会へ文化財
指定に向けた報告を行う
ことになりました。

　集落内を通る道路
が、急傾斜でカーブ
が多く、スリップ事
故なども発生してい
たことから、歩行者
の安全を確保してほ
しいという要望が出
されていました。
　スリップ防止の
薄層カラー舗装をするなどの対策を、平成 24 年
度までの２カ年計画で実施しています。

　市道改良に併せ
て、横断歩道を移
設してほしいとい
う意見がありまし
た。
　さまざまな課題
が あ り ま し た が、
地 区 の み な さ ん、
警 察 署、 県、 市 が
ともに知恵を出し合い、歩行者が安全に利用でき
る横断歩道の移設ができました。

　地区公民館の２
階に倉庫があり、行
事の際、狭あいな階
段を使用しなけれ
ば荷物の出し入れ
ができず危険なた
め、改善してほしい
という要望が出さ
れていました。
　荷物の保管場所について地区のみなさんと協議
し、新たに屋外倉庫を設置しました。

　ふるさと納税による寄附
金の使いみちについて、生
まれ育った鹿野を応援でき
る項目を作ってほしいとい
う意見がありました。
　寄附金の使いみちについ
て、合併地域単位で地域を
選択できる欄を寄附申込書に
新たに設けることで、生まれ
育った地域で寄附金が有効活
用されるようになりました。

●

●

● ●
●

●

鳥取地域

気高地域

青谷地域

鹿野地域

河原地域

佐治地域

用瀬地域

国府地域

福部地域

横断歩道の移設　美穂地区

　殿ダム建設事業に伴い新
設された付替県道に、中河
原方面の公共施設などを示
す案内板が不足していたた
め、旧県道の分岐点周辺に
案内看板を設置してほしい
という要望がありました。
　県と協議して、中河原方面
を示す補助看板と成器地区公
民館などの公共施設を示す案
内板を設置しました。

ふるさと納税の推進
鹿野地区

地域の宝を文化財に　大村地区

交通事故防止の対策　吉岡地区　 屋外倉庫の設置　醇風地区　

案内板の設置
成器地区
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